
北海道訓子府高等学校 

令和７年度第１回学校評議員会及び訓子府町ＣＳ高校部会　議事録 

 

日　時　令和７年（2025年）６月24日（火）18時00分～19時10分 

 

場　所　視聴覚教室 

 

出席者　学校評議員　　古沢　栄一、齊藤　晴美、中塚　　保、齊藤　麗紗 

　　　　ＰＴＡ役員　　副会長　渡辺　芳枝、石村　光美、中島　由紀子 

　　　　学校関係職員　校　長　堀井　圭司 

　　　　　　　　　　　教　頭　堀尾　秋功砂（司会） 

　　　　　　　　　　　事務長　津野　雅巳（記録） 

欠席者　学校評議員    谷口　武彦 

        ＰＴＡ役員　　会　長　大越　恵子 

 

会次第 

１　校長挨拶 

２　自己紹介 

３　本校の現状・課題等について 

（１）令和７年度学校経営方針等について 

　　　配付資料に基づき、校長が説明。 

（２）学校概要及び本校の教育活動について 

　　　配付資料に基づき、教頭が説明。 

４　本校への期待・意見等について 

　○　　くんねっぷ学の銀河農園での中高合同作業について、草取り等農地の管理が授業

　　　　だけでは難しいので、例えば部活動、農業部のような部活で作業をすることもよ

　　　　いのではないか？収穫した作物を販売するなど、活動によって訓子府町のアピー

 　　　　ルにもなる。

　○　　昨年も話題にしたが、卒業生で制服を寄附したい方の制服リサイクルの導入方法

　　　　だが、学校評議員会で話を進めるか、PTA  役員会で進めるかどちらがよいか？

　学校　制服販売業者に確認したが、新入生は入学時は新規で制服を購入してほしい、在

　　　　学中にサイズが合わなくなった等の場合のやりとりは問題ない旨確認した。PTA

 　　　　役員会で話を進めていただきたい。



 　○　　インターンシップは職業体験を通して生徒の成長につながるよい経験だと思う。

 　　　　事業所との連絡調整など教員も大変だと思うが続けてほしい。

　○　　訓子府高校は生徒の挨拶がすばらしい。来校者にもみんなが挨拶してくれて大変

 　　　　気持ちがよい。

 　○　　希望者は給食が食べられるが、どのくらいの生徒が食べているのか？

　学校　ほぼ全員が給食を希望している。教職員もほぼ全員である。訓子府町の補助に感

 　　　　謝している。

５　今後の運営計画について 

 　　安心安全な学校、教育活動を外部に発信する方法を検討中である。

　　次年度からは会議が訓子府町コミュニティスクールとなり今年度はその移行準備の年

　　となる。年２回会議を開催予定である旨連絡。 


